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は　じ　め　に

　下水道は、浄化槽などの汚水処理施設とともに、生活環境改善や河川・海など
の公共用水域の水質環境改善に寄与するとともに、市街地での雨水排除にも、河
川と同様に重要な役割を担っています。
　令和元年度は台風 15号、19 号により、広範囲にわたる浸水被害が発生し、処
理場やポンプ場などの下水道施設も被災や停電等によって機能停止に陥りまし
た。このような災害が今後も起こりうるため、施設の浸水対策や耐水化と併せて、
業務継続計画の重要性が日々増しているところです。
　加えて、経営環境が厳しさを増す現状を踏まえ、更なる効率化による汚水処理
事業の持続性確保に向け、令和４年度までに「広域化・共同化計画」を策定する
事としており、昨年度に構築した検討体制の下、今年度は９月の全体会議を経て、
11 月に全ブロックにおいて各ブロックリーダーを中心としたブロック会議を開
催したところです。
　また、県が事業を進める流域下水道事業でのトピックとして、御笠川浄化セン
ターにおいて平成 28 年度に事業着手しておりました下水汚泥固形燃料化施設が
昨年４月に供用開始しました。この結果、温室効果ガスの削減やエネルギーの有
効利用が可能となり、地球温暖化対策や循環型社会の推進に大きく寄与しており
ます。
　本書は、本県における下水道の取り組みなどを紹介することで、県民の皆様に、
下水道について、一層理解を深めていただくことを目的に作成しております。
今後とも、下水道事業の推進にご理解とご協力をお願いいたします。

　令和２年３月
福岡県建築都市部下水道課長　宇都宮　道明　　
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